
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

『
3
・
11 

新
文
明
の
幕
開
け
』

　
～
日
本
人
の
使
命
～

　
　
　
　
講
師
　
鈴
木
　
俊
輔 

氏

先
の
3
・
11
、
東
日
本
大
震
災
は
未

曾
有
の
大
災
害
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

こ
の
天
譴
と
も
い
え
る
大
災
害
が
何
ゆ

え
に
日
本
に
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

整
然
と
一
〇
〇
人
以
上
も
列
を
成
し
て

食
料
を
求
め
る
被
災
者
の
姿
に
、
海
外

の
メ
デ
ィ
ア
は
瞠
目
し
ま
し
た
。

略
奪
・
暴
動
も
な
い
そ
の
秩
序
だ
っ

た
日
本
人
の
そ
の
姿
に
世
界
中
が
唖
然

と
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
全
て
の
日
本

人
が
今
、「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
」

と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
ワ
レ
よ
し
の
姿

は
払
拭
さ
れ
、
一
億
三
千
万
の
愛
念
意

識
が
被
災
地
一
点
へ
と
集
中
し
ま
し
た
。

は
っ
き
り
い
っ
て
、
新
文
明
の
幕
開

け
な
の
で
す
。
日
本
人
の
偉
大
な
意
識

が
覚
醒
し
て
、
そ
の
内
な
る
こ
こ
ろ
か

ら
、
外
側
の
世
界
は
創
ら
れ
ま
す
。
大

き
な
和
と
か
い
て
ヤ
マ
ト
と
読
ま
せ
る
、

そ
の
日
本
人
の
使
命
に
つ
い
て
古
神
道
・

言
霊
か
ら
の
観
点
も
含
め
て
再
認
識
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学

会
の
事
務
局
長
を
さ
れ
て
い
て
、
こ
の

分
野
に
知
識
の
深
い
鈴
木
氏
の
御
講
演

で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・

知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
鈴
木
俊
輔
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
生
ま
れ
。
芝
浦
工
業
大
学
大
学

院
修
了 

工
学
修
士
。
日
産
自
動
車
中
央

研
究
所
時
代
に
は
金
属
合
金
設
計
、
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
物
性
、
触
媒
の
研
究
に
従

事
。
つ
い
で
多
機
能
金
属
触
媒
「
バ
イ

オ
カ
ル
ム
」
を
開
発（
日
本
表
面
処
理
学

会
柴
田
賞
受
賞
）。

1
9
9
6
年
、
㈲
テ
ク
ノ
ク
エ
ス
ト 

代
表
取
締
役
社
長 

バ
イ
オ
カ
ル
ム
の
応

用
研
究
と
音
響
技
術
を
は
じ
め
と
す
る

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
現
在
に

至
る
。
環
境
計
量
士
・
一
級
建
築
施
工

管
理
技
師
・
騒
音
公
害
防
止
管
理
者
で

あ
り
こ
れ
ま
で
の
発
明
特
許
は
1
0
0

件
を
超
え
る
。
独
自
の
水
の
研
究
、
波

動
装
置
の
研
究
と
い
う
科
学
技
術
屋
で

あ
る
同
時
に
古
神
道
・
言
霊
の
研
究
家

で
も
あ
る
。
近
著
に
「
サ
ト
ル
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
お
話
」（
静
岡
出
版
）、「
こ
と
だ

ま
の
科
学
」（
明
窓
出
版
）
が
あ
る
。

日
時　

平
成
23
年
9
月
10
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

今
月
号
の
記
事

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
月
例
会
予
告

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
日
本
サ
イ
科
学
会
創
立
35
周
年
記
念

　

大
会
の
お
知
ら
せ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
十
一
月
本
部
例
会
予
告

◎ 

第
5
回
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
報
告

◎
二
月
本
部
例
会
報
告

◎
五
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
五
七
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
秋
の
大
会

◎
未
知
能
力
・
現
象
の
出
現
状
況（
1
）
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「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
8
／
15
受
領
分
ま
で
）

金
一
千
円　
　
　
　

小
牧
昭
一
郎　

様

金
一
千
円　
　
　
　

信
太　

民
久　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と

　
お
願
い

☆ 

本
部
例
会
や
大
会
等
で
の
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
中

受
付
で
の
資
料
配
付
、
講
演
者
ス
ラ

イ
ド
発
表
時
の
電
灯
操
作
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
操
作
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
当
日
の
参
加
費
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

●
左
記
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
例
会
の
お
知
ら
せ

「
未
知
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
と

チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
」

  

　
　
　
　
　
講
師
　
井
出
　
治 

氏

日
時　

平
成
23
年
9
月
17
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
例
会
の
お
知
ら
せ

「
2
0
1
2
年
問
題
と

　
　
　
　
サ
イ
科
学
的
進
化
」

“PSIentific Evolution &
 2012

”

　

　
　
　
講
師
　
阿
久
津
　
淳 

氏

日
時　

平
成
23
年
10
月
15
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
三
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
23
年
9
月
10
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

つ
る
ま
い
会
館
2
F

　

名
古
屋
市
千
種
区
吹
上
1
・
1
・
3

　
　
　

0
5
2
・
7
4
4
・
3
8
8
4

交
通　

 

J
R
中
央
線
鶴
舞
駅
、
ま
た
は

地
下
鉄
鶴
舞
駅
下
車
、
名
大
病

院
北
イ
オ
ン
千
種
店
前

会
費　

無
料

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

十
一
月
本
部
例
会
予
告

心
霊
現
象
に
つ
い
て

　
　
　
　
講
師
　
小
林
　
信
正 

氏

今
年
の
三
月
十
一
日
、
東
日
本
で
は

未
曾
有
の
大
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。
い

ま
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
各
地
で
異
常

気
象
に
よ
る
津
波
、
猛
暑
、
干
ば
つ
、

台
風
、
洪
水
等
々
の
自
然
災
害
に
見
舞

わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
原
発
事
故
は

言
う
に
及
ば
ず
、
環
境
汚
染
や
自
然
破

壊
な
ど
の
影
響
で
私
た
ち
の
住
む
地
球

環
境
は
急
速
に
悪
化
し
、
生
命
の
危
機

に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
人
為
的

災
害
で
あ
り
、
ま
さ
に
人
類
が
自
ら
の

手
で
自
分
の
首
を
絞
め
る
よ
う
な
行
為

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

一
方
、
政
治
の
混
乱
、
経
済
の
破
綻
、

教
育
の
荒
廃
、
モ
ラ
ル
の
低
下
、
家
庭

の
崩
壊
な
ど
混
迷
の
一
途
を
辿
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
凶
悪
犯
罪
は
激
増
し
、

毎
年
自
殺
者
も
三
万
人
を
超
え
て
い
る

現
状
で
す
。

い
ま
は
改
革
、
激
動
の
時
代
と
い
わ

れ
、
旧
来
の
価
値
観
が
打
破
さ
れ
、
新

し
い
価
値
観
へ
と
変
革
す
る
陣
痛
の
時

↓
（
４
頁
に
続
く
）

● ❷●



●❸ ●

★日本サイ科学会　創立３５周年記念大会★
　　　　　　　（特別協賛：サトルエネルギー学会）

大会趣旨：日本サイ科学会は１９９５年に分科会のサイ実測研究会が、中国
元極学の張志詳会長を日本に招いて東京や長野県で講演会を催したときに、
長野県の長谷村（現在伊那市に合併）にある分杭峠が元極学の基地に匹敵する
パワースポットであるという「お墨付き」をいただいたことがきっかけで、現在
日本でも有数のパワースポットとして分杭峠に多くの人々が訪れております。
　そのことも含めまして、パワースポットの現状や科学的な立場で検討する
シンポジウムをプログラムのメインテーマに致しました。

　（日時）　2011年10月9日（日）　10：00～16：45
　（会場）　北とぴあ7階第2研修室
　（交通）　 ＪＲ京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）の 

階段を下り改札口を出て見える高層ビル
　（会費）　会員　￥2,000　 一般　￥3,000　 学生　￥1,000
　 　※上記会員はサトルエネルギー学会会員も含む

  　　＜プログラム＞　（敬称略）

9：30   開場
10：00−10：10 開会の言葉
10：10−11：10　 特別講演　　苗　鉄軍
   「生体複雑性に基づいたパワースポットの評価法」
11：10−12：10 特別講演　　佐々木　茂美
   「未知能力・現象の出現状況（願い事を叶える科学）」
12：10−13：20 昼休み
13：20−16：40 シンポジウム　テーマ　「パワースポット」
　大会委員長　　小牧昭一郎
　パネラー発表　 久保田昌治　鯰江勇　苗鉄軍　佐々木茂美　小牧昭一郎
   （途中休憩１５分）
   ＜パネルディスカッション＞
16：40−16：45 閉会の言葉
17：30～  懇親会（参加当日申し込み）



な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
2 

0 

1 
2
年
問
題
の「
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
」
と
い

わ
れ
る
次
元
上
昇
と
符
合
す
る
も
の
な

の
で
し
ょ
う
か
。

明
日
が
見
え
な
い
現
代
、
私
た
ち
は

何
を
指
針
に
生
き
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

人
は
必
ず
死
ぬ
運
命
に
あ
り
ま
す
。

死
ん
だ
ら
肉
体
は
灰
と
な
り
一
貫
の
終

わ
り
と
考
え
る
か
、
肉
体
と
い
う
衣
を

脱
ぎ
捨
て
霊
魂
は
存
続
し
て
あ
の
世
へ

旅
立
つ
と
考
え
る
か
。

  「 

霊
魂
と
は
?　

死
後
の
存
続
と
は
?

  
 

輪
廻
転
生
と
は
?　

現
世
の
意
味
と

は
?
」

こ
の
問
題
は
有
史
以
来
、
洋
の
東
西

を
問
わ
ず
、
文
化
、
宗
教
、
哲
学
上
で

さ
ま
ざ
ま
に
論
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
人
生
最
大
の
命
題
を
解
く
カ
ギ
が
、

い
ま
や
宗
教
や
哲
学
で
な
く
心
霊
現
象

の
研
究
に
あ
る
の
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
心
霊
現
象
の
映
像
を
試

写
し
な
が
ら
解
説
を
行
い
、
そ
こ
か
ら

何
を
学
び
と
る
か
、
皆
さ
ん
と
ご
一
緒

に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
キ
ー
局
で
長
年
心
霊
関
係
も
含

め
た
多
く
の
番
組
を
制
作
さ
れ
た
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
御
講
演
で
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い

し
て
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
小
林
信
正
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
。

㈶
日
本
心
霊
科
学
協
会
常
任
理
事
。

J
M
C
相
談
役
。

東
京
生
ま
れ
。
旧
東
京
写
真
大
学（
現

東
京
工
芸
大
学
）
技
術
科
、
慶
應
義
塾

大
学
哲
学
科
心
理
学
専
攻
。
フ
ジ
テ
レ

ビ
で
は
主
に
番
組
の
企
画
制
作
に
従
事

し
、
ド
ラ
マ
、
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
な
ど

で
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
、
制
作
部
長
を
務
め
る
。

大
阪
万
博
、
筑
波
科
学
万
博
な
ど
の

企
画
に
も
携
わ
り
、
現
在
は「
オ
ー
ブ
」

や「
特
異
能
力
」の
研
究
に
努
め
て
い
る
。

日
時　

平
成
23
年
11
月
12
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
5
回
　
U
F
O
・
オ
ー
ブ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

（
第
13
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
）

平
成
23
年
7
月
31
日（
日
）
午
前
・

午
後
と
か
け
て
、
品
川
健
康
セ
ン
タ
ー

会
議
室
で
開
催
。
緊
急
来
日
さ
れ
た

ト
ロ
ー
ル
・
ト
フ
テ
ネ
ス
助
監
督
に
よ

る
解
説
付
き
で「
ザ
・
デ
イ
・
ビ
フ
ォ

ア
・
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
」の
上
映
も

行
わ
れ
た
。
参
加
者
の
投
票
か
ら
第
5

回
U
F
O
・
オ
ー
ブ
賞
は
井
出
治
氏
が

受
賞
さ
れ
、
ま
た
異
能
分
野
の
優
れ
た

研
究
者
に
贈
ら
れ
る
第
3
回
マ
ー
ジ
ナ

ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
賞
は
ト
ロ
ー
ル
・
ト

フ
テ
ネ
ス
氏
に
決
定
!　

以
下
は
講
演

内
容
で
あ
る
。

山
口
カ
ー
ラ（
フ
ォ
ト
・
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
）「
S
P
I
R
I
T 

O
F 

M
U
」

中
津
川　

昴（
サ
イ
キ
ッ
ク
・
リ
サ
ー

チ
ャ
ー
）「
最
新
U
F
O
情
報
」

ロ
ン
・
薄
葉（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー

ラ
ー
）「
オ
ー
ブ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

田
村
良
一（
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
家
）「
エ

ー
テ
ル
モ
ー
タ
ー
と
U
F
O
」

宮
本
一
聖（
宇
宙
・
科
学
・
超
常
現
象
研

究
家
）「
U
F
O
・
宇
宙
人
撮
影
研
究

日
記　

総
集
編
・
最
新
情
報
」

ア
カ
イ
☆
コ
ウ
ジ（
キ
ャ
ス
タ
ー
）「
エ

リ
ア
5
反
田
か
ら
」

川
崎
利
男（
川
崎
オ
ー
ブ
研
究
所
）「
2

0
1
1
年
前
半
オ
ー
ブ
総
括
―
福
島

原
発
・
セ
シ
ウ
ム
オ
ー
ブ
研
究
中
―
」

井
出　

治（
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

所
所
長
）「
脱
原
発
と
第
三
起
電
力
」

岩 

崎
士
郎（
反
重
力
研
究
家
）「
U

 
S
 O 

8
0
0
と
反
重
力
」

宮 

内
輝
幸（
医
師
）「
ス
キ
ニ
ー
ボ
ブ
の

真
贋
」
ほ
か

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

二
月
本
部
例
会
報
告

世
紀
末
的
神
示
と
予
言
の

　
　
　
　
　
陰
陽
道
的
思
考

　
　
　
　
講
師
　
石
川
　
和
孝 

氏

実
は
陰
陽
道（
お
ん
み
ょ
う
ど
う
）と

い
う
の
は
元
々
日
本
の
独
特
の
体
系
な

の
で
す
。
平
安
期
の
天
武
天
皇
の
時
代

に
で
き
た
も
の
で
す
。
天
武
天
皇
と
い

う
の
は
、
謎
の
人
物
な
の
で
す
。
お
そ

ら
く
日
本
の
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

陸
か
ら
渡
っ
て
来
た
人
が
天
智
天
皇
の

跡
を
継
い
で
天
武
天
皇
に
な
っ
た
と
思
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わ
れ
ま
す
。

何
故
か
と
い
う
と
、
天
武
天
皇
の
時

代
に
大
陸
的
な
文
化
を
大
い
に
取
り
入

れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
造
り
が
行
わ
れ

た
の
で
す
。
た
と
え
ば
伊
勢
神
宮
の
20

年
ご
と
に
行
わ
れ
る
遷
宮
の
制
度（
次

回
は
2
0
1
2
年
）
は
、
天
武
天
皇
の

時
代
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
遷
宮

は
な
ぜ
20
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
の
か
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
も
、
あ
る
科
学
的

根
拠
に
基
づ
い
て
や
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

陰
陽
道
と
い
う
の
は
天
文
学
で
あ
り
、

気
象
学
で
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー

タ
を
集
め
て
か
ら
、
官
庁
の
立
場
で
暦

を
作
っ
た
り
占
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
陰
陽
師（
お
ん
み
ょ
う
じ
）
と

い
う
の
は
、
古
代
日
本
の
官
職
の
一
つ

な
の
で
す
。

陰
陽
道
と
い
う
と
安
倍
晴
明
が
有
名

で
す
が
、
呪
術
家
と
し
て
悪
霊
と
戦
う

話
が
で
て
き
ま
す
が
、
実
際
に
そ
う
い

う
事
で
は
な
く
て
、
天
文
博
士
の
立
場

だ
っ
た
の
で
す
。
平
安
時
代
と
い
う
の

は
世
の
中
が
不
安
定
期
に
入
り
、
京
都

と
い
う
所
は
、
特
殊
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
っ
た
土
地
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
現

象
が
起
こ
り
、
安
倍
晴
明
が
亡
く
な
っ

た
後
、「
今
昔
物
語
」
や
「
宇
治
拾
遺
物

語
」
で
神
秘
化
さ
れ
脚
色
さ
れ
て
、
神

秘
的
な
逸
話
が
作
ら
れ
た
の
で
す
。

た
だ
宇
宙
の
運
行
と
人
間
の
身
体
と

い
う
の
は
非
常
に
関
係
が
あ
り
ま
す
。

現
在
地
球
は“
温
暖
化
”
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
冬
は
暖

冬
で
し
ょ
う
か
、
み
な
さ
ん
!　

違
う

で
し
ょ
う
。
だ
っ
て
去
年
ま
で
の
数
年

間
太
陽
の
黒
点
が
一
度
も
観
測
さ
れ
な

い
日
が
異
常
に
増
え
て
い
る
ん
で
す
よ
。

黒
点
が
現
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
太

陽
活
動
が
非
常
に
低
下
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
の

効
果
が
地
球
全
体
に
現
れ
る
の
は
3
年

後
か
ら
6
年
後
く
ら
い
の
タ
イ
ム
ラ
グ

が
あ
り
ま
す
。

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
非
常
に
低
下
す

る
と
、
地
球
の
内
部
の
マ
ン
ト
ル
が
膨

張
し
て
マ
グ
マ
が
上
昇
し
て
き
て
、
地

熱
は
熱
く
な
り
、
温
度
が
上
が
っ
た
海

水
も
上
が
っ
て
き
ま
す
が
、
上
空
は
冷

え
て
い
る
の
で
、
雨
や
雪
が
多
く
な
り
、

今
年
大
雪
が
降
っ
た
の
も
そ
の
影
響
で

し
ょ
う
。

2
0
1
1
年
は
辛
卯（
か
の
と
・
う
）

の
年
で
す
が
、
辛
は
陰
陽
五
行
で
の

「
木
・
火
・
土
・
金
・
水
」
の
金（
か
ね
）

の
年
と
な
り
、
金
は
鉱
物
も
表
し
ま
す

か
ら
、
火
山
の
噴
火
や
地
震
も
増
え
ま

す
。
こ
れ
が
陰
陽
道
的
な
予
測
で
あ
り
、

こ
う
い
う
ふ
う
な
現
象
が
起
こ
る
だ
ろ

う
と
い
う
ふ
う
に
な
る
の
で
す
。

だ
か
ら
私
は
い
ろ
い
ろ
な
土
地
に
行

っ
て
何
を
す
る
か
と
い
う
と
、
そ
の
土

地
が
ど
う
い
う
ふ
う
な
地
龍
で
動
い
て

い
る
の
か
を
自
分
の
身
体
を
使
っ
て
観

測
を
し
て
い
ま
す
。
地
龍（
マ
グ
マ
の
流

れ
）や
水
龍（
地
下
に
流
れ
て
い
る
伏
流

水
）
を
診
て
、
判
断
し
ま
す
。
そ
れ
が

私
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
は
高
圧
電
線
の
下
に
住
む
の
は
避

け
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
は
ど
ん
ど
ん

電
気
化
さ
れ
て
、
現
在
で
は
ど
こ
に
い

て
も
高
圧
電
流
の
近
く
に
い
る
の
と
同

じ
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
家
電
製
品

や
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
に
囲
ま
れ
、

そ
し
て
オ
ー
ル
電
化
、
電
気
自
動
車
が

普
及
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

我
々
の
身
体
も
電
子
の
流
れ
で
成
り

立
っ
て
お
り
、
自
然
の
中
で
地
龍
や
水

龍
も
電
子
の
流
れ
で
す
か
ら
、
そ
の
流

れ
を
身
体
で
感
じ
て
い
た
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
こ
の
ま
ま
周
囲
が
ど
ん
ど
ん

電
気
化
さ
れ
て
い
く
と
、
身
体
の
電
子

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
狂
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。オ

ー
ル
電
化
の
家
な
ん
て
恐
い
で
す

よ
。
敢
え
て
自
分
の
家
族
の
話
を
し
ま

す
が
、
私
の
家
内
が
ガ
ン
に
な
り
、
明

日
に
で
も
し
れ
な
い
命
で
あ
り
、
今
日

も
私
は
病
院
か
ら
来
て
い
る
ん
で
す
ね
。

実
は
今
の
家
に
移
っ
て
か
ら
4
年
半
で

家
内
の
ガ
ン
が
発
病
し
た
の
で
す
が
、

実
は
そ
の
家
は
オ
ー
ル
電
化
な
ん
で
す
。

そ
こ
は
好
ん
で
購
入
し
た
の
で
は
な
い

の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
仕
方
な
く
そ

こ
を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。

も
ち
ろ
ん
オ
ー
ル
電
化
で
誰
で
も
ガ

ン
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
で
電
子
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
れ
ば
、

そ
う
い
う
苦
難
か
ら
は
の
が
れ
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。
昔
か
ら
仙
術
等
い
ろ
い

ろ
な
行
法
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
あ
い
っ

た
も
の
は
自
然
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
、
す
な
わ
ち
自
分
の

身
体
の
中
の
電
子
状
態
を
普
通
に
保
て

る
か
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

よ
く
霊
の
作
用
と
い
い
ま
す
が
、
そ

う
い
っ
た
も
の
は
な
い
で
す
よ
。
こ
う

言
う
と
霊
能
者
に
恨
ま
れ
ま
す
が
、
霊

の
作
用
で
人
間
の
身
体
が
お
か
し
く
な
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っ
た
り
、
水
子
の
霊
が
た
た
る
と
言
い

ま
す
が
、
一
番
最
初
の
経
典
に
先
祖
の

霊
と
か
水
子
の
霊
と
か
書
い
て
あ
り
ま

せ
ん
よ
。
あ
あ
い
う
も
の
は
商
業
仏
教

の
脅
し
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
昔
飢
饉

が
あ
っ
た
と
き
は
、
仕
方
な
く
子
供
を

間
引
い
た
り
す
る
こ
と
は
一
杯
あ
っ
た

わ
け
で
、
そ
の
水
子
達
が
た
た
っ
て
い

た
ら
、
今
の
日
本
人
は
皆
た
た
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
よ
。

我
々
が
お
経
は
死
者
に
あ
げ
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
本
当
は
お
経

は
生
き
て
い
る
人
の
た
め
の
も
の
な
の

で
す
。
自
分
が
生
き
る
上
に
お
い
て
、

ど
う
す
れ
ば
釈
迦
牟
尼
仏
が
最
終
的
に

悟
り
を
開
い
た
境
涯
に
立
て
る
か
と
い

う
道
程
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ

れ
を
死
ん
だ
人
に
あ
げ
て
ど
う
な
り
ま

す
か
。
死
ん
だ
人
に
今
か
ら
修
行
し
な

さ
い
と
言
っ
て
い
る
の
と
同
じ
な
の
で

す
。
我
々
が
肉
体
を
も
っ
て
修
行
で
き

る
の
は
三
次
元
の
世
界
で
す
。

古
神
道
と
神
道
の
違
い
に
つ
い
て
、

仏
教
の
伝
来
以
前
と
以
後
の
違
い
だ
と

た
い
て
い
の
書
物
に
は
書
か
れ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
古
神
道
の
体
系
と
い

う
も
の
は
な
い
の
で
す
。
教
典
も
も
ち

ろ
ん
な
い
で
す
し
、
何
も
示
す
も
の
が

な
い
の
で
す
。
古
神
道
と
い
う
の
は
実

は
新
し
い
の
で
す
。
こ
れ
は
国
学
と
し

て
生
ま
れ
た
も
の
で
、
賀
茂
真
淵
や
本

居
宣
長
ら
の
国
学
者
に
よ
っ
て
体
系
づ

け
ら
れ
た
も
の
で「
復
古
神
道
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

古
神
道
と
い
う
の
は
む
し
ろ“
自
然

神
道
”
と
い
っ
て
も
よ
く
、
自
然
が
相

手
の
い
わ
ゆ
る
「
神
な
が
ら
の
道
」の
こ

と
を
本
来
は
仏
教
以
前
の
も
の
、
神
の

集
ま
る
場
所
＝
杜（
も
り
）が
神
社
で
あ

っ
た
と
い
う
考
え
方
で
す
。
そ
れ
以
後

の
い
わ
ゆ
る
お
社（
や
し
ろ
）
を
造
っ
て

ど
う
の
こ
う
の
と
な
っ
た
の
が
、
今
の

神
道
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

特
に
伊
勢
神
宮
は“
神
明
造
り
”
と

い
う
も
の
で
す
か
ら
、
神
様
し
か
住
め

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

と
こ
ろ
が
神
魂
神
社（
か
も
す
じ
ん
じ

ゃ
）
や
出
雲
大
社
は“
大
社
造
り
”
と
い

っ
て
、
こ
れ
は
玄
関
が
あ
っ
て
、
階
段

が
あ
っ
て
、
上
に
お
社
が
あ
り
、
そ
の

ご
本
殿
の
中
に
は
人
が
住
め
る
よ
う
に

区
切
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
雲
大
社
の
場
合
も
ご
神
座
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
し
て
、
ご
神
座
に
お
供

え
物
を
す
る
と
き
に
必
ず
箸
を
備
え
ま

す
。
出
雲
大
社
の
大
国
主
命
は
実
際
に

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
を
神
様
と
し
て
お

祀
り
し
て
い
ま
す
の
で
。

天
照
大
神
を
お
祀
り
す
る
伊
勢
神
宮

は
神
明
造
り
と
い
っ
て
、「
心
の
御
柱
」

と
い
う
も
の
が
立
っ
て
い
て
、「
心
の
御

柱
」
の
周
り
に
五
色
の
絹
の
織
物
が
巻

か
れ
て
い
て
、
こ
こ
に
神
が
宿
れ
て
い

る
。
ご
神
体
は
鏡（
八
咫
鏡
:

ヤ
タ
ノ

カ
ガ
ミ
）だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
鏡

は
ご
神
体
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

遷
宮
と
い
う
の
は
、
太
陽
と
い
う
の

が
移
動
す
る
神
な
の
で
、
そ
の
昔
は
実

際
に
移
動
さ
せ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

「
元
伊
勢
」
と
い
う
の
が
全
国
あ
ち
こ

ち
に
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
伊
勢
神
宮

に
落
ち
着
く
ま
で
に
、
何
度
も
各
地
を

移
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
太
陽
信
仰
と
い
う
の
は
全
国
各

地
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
太
陽
神

の
先
頭
に
な
っ
て
祭
司
を
司
っ
た
の
は

巫
女
で
す
。
女
性
し
か
神
様
は
お
り
て

こ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

太
古
の
昔
か
ら
「
日
の
巫
女
」
つ
ま
り

「
卑
弥
呼
」
と
呼
ば
れ
た
方
が
必
ず
太
陽

に
向
か
っ
て
、
祭
司
を
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
の
と
き
太
陽
の
光
を
自
分
の
身
体
に

集
光
す
る
の
に
も
ち
い
ら
れ
た
の
が
鏡

で
す
。「
御
神
鏡
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

す
。神

社
や
神
棚
に
鏡
が
あ
る
の
は
、
あ

れ
は
太
陽
を
反
射
さ
せ
て
自
分
に
集
光

さ
せ
る
た
め
の
道
具
と
し
て
あ
る
の
で

す
。
で
す
か
ら
必
ず
神
棚
と
い
う
の
は
、

太
陽
の
入
っ
て
く
る
東
側
か
南
側
を
向

い
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
は
何
故
か
と
い

う
と
、
太
陽
の
光
を
あ
の
鏡
に
反
射
し

て
自
分
の
と
こ
ろ
に
も
っ
て
く
る
わ
け

で
す
。

御
神
鏡
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

も
販
売
し
て
い
ま
す
か
ら
買
っ
て
き
た

ら
、
朝
皆
さ
ん
が
太
陽
を
背
に
向
け
て
、

鏡
を
前
に
し
て
反
射
し
た
光
を
女
性
の

場
合
は
胸
で
受
け
ま
す
。
男
性
は
反
射

し
た
光
を
お
で
こ（
眉
間
）
で
受
け
ま

す
。
こ
こ
に
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
光

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
体
の
中

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
非
常
に
強
く
な
り
ま

す
。
い
わ
ば
太
陽
電
池
の
よ
う
な
も
の

で
す
。

だ
か
ら
昔
か
ら
の
修
法
の
中
で「
太

陽
の
印
」
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
両
手
の

指
で
三
角
形
を
作
り
、
そ
れ
を
自
分
の

額
に
あ
て
て
そ
こ
に
太
陽
の
光
を
集
光

さ
せ
る
の
が
、
男
性
の
古
神
道
の
行
法

の
一
つ
で
す
。
す
べ
て
自
然
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
ま
ず
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

特
に
日
の
出
と
日
の
入
り
の
太
陽
光

は
す
ご
く
大
き
な
意
味
合
い
が
あ
り
ま

す
。
日
の
出
の
と
き
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

こ
れ
か
ら
先
自
分
の
体
を
活
性
化
し
よ

う
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
逆
に
日

の
入
り
と
い
う
の
は
こ
れ
か
ら
自
分
の

体
が
陰
の
方
向
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え

る
と
き
で
す
。
で
す
か
ら
仕
事
の
場
合

● ❻●



は
仕
方
が
な
い
に
せ
よ
、
夜
中
に
身
体

を
激
し
く
活
動
す
る
の
は
健
康
に
も
精

神
的
に
も
よ
く
な
い
で
す
ね
。
従
っ
て

夜
中
と
い
う
の
は
、
自
分
の
体
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
収
縮
さ
れ
る
の
で
、
考
え
方

自
体
も
非
常
に
陰
に
こ
も
っ
た
も
の
に

な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
活
力
を
ほ
し
い
と
き
は

日
の
出
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
入
れ
な
さ
い

と
い
う
の
が
陰
陽
道
の
行
法
の
中
に
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
陰
陽
道
で
は
、
死
者

を
生
き
返
ら
せ
る
方
法
と
し
て
、
夜
中

の
丑
三
つ
時（
午
前
2
～
4
時
）に
そ
の

人
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
肉
体
に
戻
ら

せ
て
、
日
の
出
の
と
き
に
も
う
一
度
そ

の
人
を
復
元
さ
せ
る
行
法
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
我
々
陰
陽
師
が
依
頼
を
受

け
て
重
い
病
気
の
方
な
ど
を
回
復
さ
せ

よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
こ
の
時
間
帯

を
使
っ
て
祈
祷
し
ま
す
。

祈
祷
と
い
う
の
は
、
何
も
神
様
や
仏

様
に
お
願
い
し
て
ど
う
こ
う
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、
要
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い

か
に
し
て
そ
の
相
手
方
に
届
け
て
や
る

か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
す
。
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
移
動
を
い
か
に
し
て
時
空
を

超
え
て
相
手
に
届
け
る
か
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
技
術
が
あ
り
ま
す
。

我
々
は
病
気
回
復
な
ど
の
祈
祷
を
す

る
と
き
、
よ
く
相
手
の
髪
の
毛
を
戴
き

ま
す
。
髪
の
毛
に
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

ま
だ
残
留
し
て
い
る
場
合
は
、
回
復
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
人
間
の
身
体

も
“
自
然
”で
す
か
ら
、
陰
陽
道
の
古
い

文
献
を
た
ど
る
と「
木
・
火
・
土
・
金
・

水
」
と
日
・
月
と
い
う
七
つ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
複
合
体
で
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の

複
合
体
の
気
が
も
っ
て
い
る
生
命
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
ど
こ
ま
で
あ
る
か
を
診
断
し

行
法
を
行
っ
た
り
、
ま
た
そ
の
人
の
寿

命
が
分
か
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

五
月
本
部
例
会
報
告

「
最
新
脳
科
学
と
透
視
能
力
」

　
　
　
　
　
講
師
　
赤
松
　
瞳 

氏

※ 

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
一
月
研
究

集
会
報
告
と
重
な
る
所
が
あ
り
ま
す
。

私
は
脳
科
学
と
か
潜
在
意
識
と
か
い

わ
ゆ
る
心
の
中
の
勉
強
を
10
年
く
ら
い

し
て
き
ま
し
た
。
一
番
最
初
は
こ
う
い

っ
た
精
神
世
界
の
こ
と
は
あ
ま
り
関
心

が
な
か
っ
た
と
い
う
か
、
ち
ょ
っ
と
疑

い
深
い
人
で
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
10
年
間
ほ
ど
勉
強

し
、
大
学
院
で
講
師
の
仕
事
を
し
て
い

る
と
き
に
、
超
能
力
者
を
警
察
で
雇
っ

て
、
行
方
不
明
者
を
探
し
当
て
た
り
、

遠
隔
透
視
を
さ
せ
た
り
し
て
い
る
の
を

実
際
に
見
ま
し
た
。
私
の
大
学
の
先
生

が
犯
罪
心
理
学
や
催
眠
療
法
の
専
門
家

で
あ
り
、
超
感
覚
的
な
分
野
の
研
究
も

し
て
お
り
、「
ポ
リ
ス
・
サ
イ
キ
ッ
ク
」

と
呼
ば
れ
る
超
感
覚
的
能
力
を
持
ち
つ

つ
警
察
で
働
い
て
い
る
人
々
を
私
が
現

場
で
最
初
に
見
た
と
き
は
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

        （
デ
ジ
タ
ル
2
）

こ
う
い
っ
た
目
に
見
え
な
い
世
界
と

か
私
達
が
物
理
的
に
捉
え
ら
れ
な
い
以

上
の
も
の
を
、
私
達
は
心
と
か
脳
を
通

し
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
て
、
そ
こ
か
ら
大
学
院

レ
ベ
ル
で
研
究
対
象
と
し
て
や
っ
て
い

く
こ
と
が
出
来
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
大
学
の
先
生
方
と
集
ま
っ

て
、
い
わ
ゆ
る
俗
に
言
う
「
超
能
力
」
と

い
わ
れ
る
分
野
を
科
学
的
方
面
か
ら
研

究
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い

う
意
味
で
私
も
「
前
世
療
法
」
な
ど
、
人

の
過
去
世
を
見
る
お
手
伝
い
を
し
た
り
、

将
来
を
見
た
り
、
ま
た
瞑
想
や
ト
ラ
ン

ス
の
状
態
を
通
し
て
、
真
意
を
自
分
で

見
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
の
誘
導
瞑
想

と
か
催
眠
療
法
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
日
ご
紹
介
し
た
い
の
は
、

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
研
究

で
す
。
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
関
し

て
は
、
心
と
か
脳
と
か
潜
在
意
識
と
か

超
能
力
な
ど
の
分
野
に
関
し
て
の
研
究

が
も
の
す
ご
く
進
ん
で
お
り
ま
す
。
私

も
世
界
中
い
ろ
い
ろ
な
国
に
行
っ
て
き

た
の
で
す
が
、
最
近
非
常
に
霊
的
な
も

の
に
目
覚
め
て
い
る
大
人
達
が
多
い
で

す
ね
。
前
世
を
記
憶
し
て
い
る
人
々
や

未
来
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
人
々
、
意

識
で
空
中
か
ら
物
を
物
質
化
す
る
人
々
、

壁
の
通
り
抜
け
が
で
き
る
人
々
な
ど
、

そ
う
い
っ
た
人
々
に
私
は
実
際
に
会
っ

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
、
研
究
対

象
に
し
た
り
し
ま
し
た
。

今
日
ご
紹
介
す
る
す
る
ロ
シ
ア
の
M 
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I
H
メ
ソ
ッ
ド
と
い
う
の
は
、
脳
科
学

と
か
精
神
世
界
と
か
超
能
力
研
究
の
大

変
発
達
し
て
い
る
ロ
シ
ア
が
旧
ソ
ビ
エ

ト
連
邦
の
時
代
か
ら
、
国
が
巨
額
の
お

金
を
か
け
て
研
究
を
続
け
、
完
成
し
た

方
法
で
す
。
私
が
ロ
シ
ア
に
留
学
し
た

と
き
に
実
際
に
見
た
人
々
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
例
え
ば
、
目
と
い
う
感
覚
を
使

わ
ず
に
も
の
を
見
た
り
す
る
能
力
を
、

医
療
や
障
害
者
教
育
に
応
用
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

私
達
は
実
際
、
脳
の
機
能
の
3
%
か

ら
5
%
く
ら
い
し
か
使
っ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
は
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
ね
。
ロ
シ
ア
の
モ
ス
ク
ワ
大

学
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
キ
エ
フ
大
学
の
研

究
に
よ
り
ま
す
と
、
い
わ
ゆ
る
超
能
力

を
も
っ
て
い
る
人
々
の
脳
の
活
性
化
度

を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
我
々
が
使
っ
て

い
な
い
部
分
の
脳
を
使
っ
て
い
た
り
、

使
っ
て
い
る
脳
の
範
囲
が
広
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
特
殊
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
、

教
育
方
法
を
施
す
と
、
実
際
使
っ
て
い

な
い
部
分
の
脳
を
活
性
化
す
る
こ
と
で

脳
の
使
う
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
拡
げ
て

あ
げ
る
と
10
%
、
20
%
、
50
%
以
上
の

脳
機
能
を
使
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

科
学
者
達
の
研
究
に
よ
り
ま
す
と
、
念

力
や
透
視
能
力
、
予
知
能
力
等
の
超
能

力
、
超
感
覚
的
能
力
は
元
々
皆
さ
ん
の

脳
に
備
わ
っ
て
い
て
、
誰
で
も
訓
練
を

積
め
ば
、
そ
れ
ら
の
能
力
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
か
ら
お
見
せ
す
る
ビ
デ
オ
は
、
実

際
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
体
系
だ
っ
た

教
育
を
施
す
こ
と
で
、
そ
う
い
う
能
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す

が
、
そ
れ
を
障
害
者
教
育
に
応
用
し
た

例
で
す
。

●
ビ
デ
オ
紹
介

ビ
デ
オ
1
:
2
0
1
0
年
1
月
お
正
月

番
組
T
B
S
「
最
新
脳
科
学
X
最
強
超

能
力
」

「
元
障
害
者（
全
盲
、
聴
覚
障
害
、
身

体
機
能
不
全
な
ど
）
で
あ
る
ロ
シ
ア
人

男
性
サ
ー
シ
ャ
・
レ
ビ
ッ
ト
君
が
紹
介

さ
れ
る
。
能
力
開
発
を
受
け
た
人
の
例

と
し
て
、
サ
ー
シ
ャ
君
は
、
ア
イ
マ
ス

ク
を
し
て
日
本
の
取
材
班
が
も
っ
て
き

た
絵
本
の
内
容
を
説
明
す
る
。
サ
ー
シ

ャ
君
は
9
歳
で
能
力
開
発
学
校
へ
通
う
。

サ
ー
シ
ャ
君
に
よ
る
と
、
見
え
な
い
世

界
を
み
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
ま
ず
意

識
を
一
点
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
対
象

物
の
輪
郭
や
色
が
ぼ
ん
や
り
見
え
始
め
、

そ
こ
に
さ
ら
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
す
る
と

詳
細
も
次
第
に
見
え
て
く
る
、
と
い

う
。」

科
学
的
に
脳
の
後
頭
部
と
中
脳
を
う

ま
く
つ
な
げ
て
あ
げ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

す
れ
ば
、
目
を
使
わ
ず
と
も
物
を
見
れ

る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
実
際
こ
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
か
障
害
者
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
は
、
全
盲
の
人
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

施
す
こ
と
で
色
を
認
知
し
た
り
と
か
、

物
の
場
所
が
分
か
る
よ
う
に
し
た
り
と

か
、
文
字
ま
で
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
々
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
目
で
は
な
く
て
、
脳
の

と
あ
る
一
部
分
を
使
っ
て
あ
げ
る
と
、

実
際
に
物
理
的
な
目
以
上
の
も
の
が
見

え
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
ね
。

例
え
ば
、
皆
さ
ん
も
普
通
に
暮
ら
し

て
い
て
“
気
配
”
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。
で
す
か
ら
こ
ち
ら
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
目
の
見
え
な

い
お
子
さ
ん
に
ま
ず
感
じ
る
と
い
う
感

覚
範
囲
を
拡
げ
る
練
習
を
さ
せ
て
あ
げ

る
ん
で
す
ね
。
そ
し
て
さ
ら
に
色
を
感

じ
る
練
習
を
さ
せ
て
あ
げ
る
と
、
だ
ん

だ
ん
色
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る

の
で
す
。
さ
ら
に
脳
力
開
発
を
続
け
て

い
く
と
、
物
の
形
と
か
色
を
認
識
出
来

る
以
上
に
、
細
か
い
模
様
が
見
え
て
、

さ
ら
に
は
文
字
ま
で
見
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受

け
る
こ
と
で
、
先
ほ
ど
の
ビ
デ
オ
の
サ

ー
シ
ャ
君
は
元
々
目
が
見
え
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
と
超
感
覚
的
に

も
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
て
、
さ

ら
に
な
お
か
つ
物
理
的
な
視
力
も
回
復

し
た
と
い
う
例
で
す
。

そ
し
て
次
に
お
見
せ
す
る
ビ
デ
オ
で

は
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
授

業
の
風
景
を
お
見
せ
し
ま
す
。

ビ
デ
オ
2
:
　
ロ
シ
ア
　
モ
ス
ク
ワ
の

能
力
開
発
学
校
の
授
業
風
景

「
学
校
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
代
替

視
力
を
育
て
る
た
め
に
、
ア
イ
マ
ス
ク

を
使
っ
て
視
覚
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
い
る
。

ま
ず
は
、
脳
内
視
力
を
育
て
、
脳
の
後

頭
部（
視
覚
視
野
）で
見
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
う
。
脳
内
視
力
が
育
っ
た
後
に

は
、
外
部
視
力
が
発
達
す
る
。
ロ
シ
ア

で
は
化
学
的
に
エ
ク
ス
タ
ー
ナ
ル
・
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン（external vision

）と
い
う
。

（
ロ
シ
ア
で
い
う
エ
ク
ス
タ
ー
ナ
ル
・
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
は
、
米
国
で
い
う
リ
モ
ー
ト
・

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ［rem

ote view
ing

］
よ

り
広
範
囲
の
定
義
で
使
用
さ
れ
て
い
る
）。

　

授
業
で
は
身
体
の
回
り
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
感
ず
る
練
習
を
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド

（
生
体
磁
場
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
気
功

● ❽●



の
よ
う
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
し
て
い
る
。

脳
内
視
力
を
鍛
え
る
た
め
に
、
瞬
間

記
憶
（
カ
メ
ラ
記
憶
）（photographic 

m
em

ory
）
と
い
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し

て
い
る
様
子
や
グ
リ
ッ
ド
と
呼
ば
れ
る

方
法
を
学
習
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
と
脳
内
の
情
報
処

理
が
は
や
く
な
る
。
こ
の
訓
練
を
行
う

こ
と
で
未
使
用
の
脳
が
開
発
さ
れ
、
超

感
覚
的
能
力
が
高
ま
る
と
い
う
。
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
女

生
徒
は
、
一
目
で
解
剖
学
の
本
を
見
た

だ
け
で
、
そ
の
本
の
ペ
ー
ジ
を
い
と
も

簡
単
に
読
み
上
げ
て
い
る
。
夢
を
見
る

時
や
、
考
え
る
時
の
脳
の
解
析
に
よ
り
、

脳
科
学
や
医
学
の
根
拠
に
基
づ
い
た
方

法
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
進
め
て
い
る
。」

脳
を
直
接
使
う
こ
と
で
外
の
も
の
を

見
た
り
認
識
し
た
り
す
る
、
い
わ
ゆ
る

リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
と
か
千
里
眼

と
呼
ば
れ
て
い
る
能
力
は
、
17
歳
以
下

の
子
供
達
で
あ
れ
ば
3
ヶ
月
く
ら
い
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
１
0
0
%
全
員
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
出

て
い
ま
す
。
科
学
者
達
が
声
を
揃
え
て

言
う
こ
と
に
は
、
こ
の
ビ
デ
オ
に
出
て

い
る
子
供
達
は
ご
く
普
通
の
子
供
達
で

あ
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と

で
こ
う
い
っ
た
超
感
覚
的
な
能
力
が
身

に
つ
い
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
17
歳
以

上
の
方
々
で
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
地
道

に
続
け
て
い
け
ば
、
全
員
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
参
加
者
か
ら
の
質
問

「
今
の
訓
練
で
も
目
を
使
わ
な
い
で
も

の
を
見
る
と
い
う
の
は
、
脳
そ
の
も
の

が
受
容
器
官
で
あ
り
か
つ
処
理
器
官
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
目
と
は
別
の
感
覚

器
官
を
通
し
て
脳
が
見
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。」

脳
そ
の
も
の
が
受
信
す
る
器
官
と
し

て
考
え
て
も
い
い
で
す
し
、
脳
以
上
に

い
わ
ゆ
る
私
達
の
魂
と
か
意
識
そ
の
も

の
が
見
て
い
る
と
い
う
理
論
が
あ
り
ま

す
。
実
際
こ
ち
ら
の
教
育
機
関
に
お
い

て
は
、
死
後
の
世
界
や
魂
的
な
も
の
や

意
識
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
前
提

に
教
育
方
法
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

元
々
物
理
的
な
器
官
の
脳
と
い
う
も

の
を
見
て
み
ま
す
と
、
赤
ち
ゃ
ん
と
し

て
生
ま
れ
た
と
き
に
、
ま
だ
身
体
は
未

発
達
な
の
で
ど
ん
ど
ん
体
の
器
官
、
臓

器
が
造
ら
れ
て
い
く
過
程
で
、
目
と
い

う
臓
器
も
脳
が
成
長
し
て
染
み
出
し
て

出
て
き
た
も
の
が
目
に
な
っ
て
い
る
ん

で
す
。
で
す
か
ら
目
は
脳
と
繋
が
っ
て

お
り
、
元
々
目
は
脳
の
一
部
と
い
え
ま

す
。私

達
が
赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
は
感
覚
器

官
が
ま
だ
未
分
化
の
状
態
で
、
ま
だ
全

部
複
合
し
て
く
っ
つ
い
て
い
る
状
態
な

の
で
、
例
え
ば
赤
ち
ゃ
ん
に
音
を
聞
か

せ
る
と
色
が
見
え
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
子
供
達
が
描
く
絵
を
い
う
の
は
、
非

常
に
抽
象
的
で
目
と
か
口
だ
け
を
描
い

た
り
し
ま
す
よ
ね
。
赤
ち
ゃ
ん
の
と
き

に
は
感
覚
器
官
が
複
合
し
た
状
態
で
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
で

す
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
に
物
を
あ
げ
る
と
、

ま
ず
触
っ
て
物
を
認
識
し
よ
う
と
す
る

と
同
時
に
、
に
お
い
で
も
認
識
し
よ
う

と
し
、
同
時
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

ん
で
い
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
私
達
の
感
覚
器
官

が
分
化
し
て
い
っ
て
脳
が
成
長
し
て
い

く
の
で
す
が
、
こ
こ
で
の
M
I
H
メ
ソ

ッ
ド
に
お
い
て
は
、
私
達
が
元
々
赤
ち

ゃ
ん
だ
っ
た
と
き
の
脳
と
感
覚
器
官
が

未
分
化
の
状
態
ま
で
も
っ
て
い
っ
て
、

そ
し
て
そ
の
部
分
か
ら
ま
た
発
達
さ
せ

て
い
く
と
い
う
練
習
を
す
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
に
お
い
を
嗅
ぐ
と
い
う
器
官

と
か
、
触
る
と
い
う
感
覚
範
囲
を
拡
げ

て
あ
げ
て
、
そ
う
す
る
と
私
達
が
小
さ

い
と
き
に
誰
で
も
超
感
覚
的
能
力
が
発

達
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
部

分
に
戻
っ
て
さ
ら
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

続
け
て
い
く
と
、
そ
う
い
っ
た
感
覚
を

戻
せ
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

ビ
デ
オ
3
:
ド
イ
ツ
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー

ス
の
紹
介

「
ほ
と
ん
ど
の
受
講
者
が
能
力
開
発

に
成
功
し
て
い
る
。
感
覚
の
範
囲
が
拡

が
り
自
分
の
周
囲
を
3
6
0
の
範
囲
で

認
識
す
る
よ
う
に
な
る
。
言
語
能
力
も

向
上
す
る
。
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受

け
た
生
徒
は
大
学
の
成
績
も
良
く
な

る
。
脳
の
ど
の
チ
ャ
ネ
ル
を
使
っ
て
い

る
か
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
開
発
に

は
霊
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
受
け
て
お
り
、

チ
ベ
ッ
ト
密
教
の
聖
者
の
協
力
も
あ
る
。

人
類
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
て
開
発

さ
れ
て
い
る
。

大
人
で
も
習
得
可
能
で
あ
る
。
17
歳

以
下
な
ら
1
0
0
%
向
上
す
る
。
80
代

で
も
本
人
の
継
続
の
努
力
が
あ
れ
ば
可

能
で
あ
る
。

今
は
初
歩
的
研
究
で
あ
る
。
い
ず
れ

材
料
工
学
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
材
料
の

開
発
と
か
人
体
内
部
の
研
究
な
ど
応
用

範
囲
は
広
い
。

目
隠
し
し
て
合
気
道
を
行
う
こ
と
も

あ
る
。
本
物
の
剣
で
の
試
合
も
行
っ
て

い
る
。」

●❾ ●



●
赤
松
氏
に
よ
る
透
視
実
験
　

実
験
に
先
立
っ
て
、
目
を
覆
う
ア
イ

マ
ス
ク
を
多
く
の
会
場
参
加
者
に
穴
な

ど
な
い
か
点
検
し
て
も
ら
い
、
赤
松
氏

が
部
屋
の
外
に
出
た
後
、
長
机
の
上
に

参
加
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
物
品
20
点
を

き
れ
い
に
並
べ
て
か
ら
、
赤
松
氏
に
ア

イ
マ
ス
ク
を
し
て
部
屋
に
入
っ
て
い
た

だ
い
た
。

出
題
品
は
、
扇
子
、
リ
ッ
プ
ス
テ
ィ

ッ
ク
、
双
眼
鏡
、カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト
、
櫛
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
定
期
ホ
ル
ダ
ー
、
パ

ワ
ー
ス
ト
ー
ン
、
手
帳
、
本
、
五
千
円

札
、
お
守
り
、
写
真
等
。

赤
松
氏
は
右
手
を
上
げ
て
、
ア
ン
テ

ナ
の
よ
う
に
前
に
か
ざ
し
な
が
ら
、
端

か
ら
一
つ
一
つ
見
え
る
物
の
特
徴
を
述

べ
な
が
ら
、
参
加
者
が
目
で
見
て
も
何

か
分
か
る
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
の
名

を
具
体
的
に
当
て
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
見
て
も
何
か
よ
く
分
か
ら
な
い
物
は

そ
の
見
え
る
形
や
質
感
の
特
徴
を
か
な

り
詳
細
に
述
べ
ま
し
た
。
定
期
券
の
持

ち
主
の
小
さ
い
文
字
で
の
名
前
と
電
話

番
号
ま
で
読
み
上
げ
た
の
は
驚
き
で
し

た
。透

視
実
験
が
大
成
功
で
終
わ
っ
た
後
、

参
加
者
か
ら
「
ど
う
い
う
ふ
う
に
見
え

る
の
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
集

中
力
を
要
し
ま
す
が
、
一
つ
ず
つ
顕
微

鏡
で
焦
点
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
、

だ
ん
だ
ん
詳
細
が
見
え
て
く
る
」
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
赤
松
氏
は
数
年
の
訓

練
で
こ
の
能
力
を
身
に
つ
け
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

        （
デ
ジ
タ
ル
3
）

私
は
ま
だ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
な

っ
て
経
験
は
浅
い
ほ
う
で
す
が
、
私
の

先
生
方
と
か
M
I
H
メ
ソ
ッ
ド
の
第
3

段
階
目
の
授
業
を
卒
業
し
た
方
は
、
例

え
ば
ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
た
ま
ま
で
、

本
棚
に
あ
る
本
を
直
接
手
に
ふ
れ
ず
に

一
字
一
句
、
す
べ
て
の
内
容
を
読
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
く
ら
い
の
集
中

力
と
か
フ
ォ
ー
カ
ス
力
と
か
脳
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
と
、
間
違
わ
ず
に

全
部
見
え
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
ね
。

で
す
か
ら
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
ア
ー
が

い
た
ら
、
書
類
の
文
章
も
読
め
ま
す

し
、
も
っ
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
む
と
、

物
質
の
分
子
構
造
、
原
子
構
造
、
さ
ら

に
素
粒
子
の
世
界
ま
で
見
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
透
視
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の

方
々
が
、
例
え
ば
キ
エ
フ
大
学
の
材
料

工
学
科
で
雇
わ
れ
て
、
物
質
の
分
子
構

造
を
透
視
す
る
こ
と
で
新
し
い
材
料
を

作
り
上
げ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
り
、
さ

ら
に
空
気
中
の
分
子
構
造
に
意
識
的
に

働
き
か
け
て
、
空
の
コ
ッ
プ
の
中
に
水

を
出
現
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。普

通
の
化
学
の
実
験
で
、
原
子
の
配

列
や
分
子
の
配
列
を
熱
や
力
を
加
え
た

り
化
合
す
る
こ
と
で
変
え
て
、
新
し
い

物
質
が
で
き
た
り
し
ま
す
が
、
私
達
の

意
識
も
実
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ん
で
す
。

で
す
か
ら
意
識
と
い
う
も
の
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
い
方
を
学
ぶ
と
ち
ょ
っ
と
だ

け
押
す
こ
と
で
念
力
、
ス
プ
ー
ン
曲
げ

が
可
能
に
な
っ
た
り
、
新
し
い
物
質
を

意
識
的
に
作
る
こ
と
も
出
来
る
よ
う
に

な
る
の
で
す
。

ビ
デ
オ
4 

:
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
障
害
者
教

育
セ
ン
タ
ー
（IAH

D

セ
ン
タ
ー
）

「
元
米
大
統
領
ク
リ
ン
ト
ン
と
ヒ
ラ
リ

ー
夫
人
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
障
害
者
教
育
セ

ン
タ
ー
を
訪
問
し
た
際
の
ビ
デ
オ
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
代
替
医
療
の
状
況
を

説
明
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
脳
性
麻
痺

の
方
々
の
回
復
実
例
、
眼
球
の
な
い
方

が
代
替
視
力（EX

V

）
を
得
て
本
を
読

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
実
例

な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
超
能
力
の
研
究
は
、
軍

事
目
的
が
主
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
社
会
福
祉
と
か
障
害
者
補

助
と
か
、
医
学
へ
の
応
用
が
大
事
で
あ

る
。
米
大
統
領
が
、
創
始
者
の
先
生
ら

に
米
国
で
の
市
民
権
の
移
動
も
含
め
開

発
提
案
が
あ
っ
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側

は
断
っ
て
い
る
。
米
国
の
軍
事
仕
様
で

あ
っ
た
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ（
ス
タ

ー
ゲ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
も
も
と
も
と

は
ロ
シ
ア
の
超
能
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基

礎
に
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
障
害
者
教
育
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
は
、
も
と
も
と
人
が
持
っ
て

い
る
自
然
回
復
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
、
気
の
流
れ
を
よ
く
す
る
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
を
紹
介
し
て
い
る
。
回
復
実
例

が
紹
介
さ
れ
た
。
:

脳
性
麻
痺
で
手
足

の
不
自
由
な
子
供
た
ち
が
元
気
に
歩
い

た
り
走
っ
た
り
し
て
い
る
様
子
、
糖
尿

病
の
大
人
や
子
供
の
回
復
、
全
盲
の
子

供
た
ち
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
周
囲
の

人
物
の
着
衣
を
当
て
る
、
耳
の
聞
こ
え

な
い
子
供
た
ち
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な

る
、
な
ど
。

気
の
流
れ
を
整
え
、
能
力
開
発
を
施

し
、
心
身
の
回
復
が
な
さ
れ
る
だ
け
で

● �●



は
な
く
、
結
果
的
に
大
人
も
子
供
も
超

能
力
を
習
得
し
た
様
子
が
う
か
が
え

た
。」

　

な
ぜ
こ
う
い
う
す
ご
い
教
育
方
法
が

今
ま
で
日
本
と
か
英
語
圏
に
伝
わ
ら
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
米
国
か

ら
も
こ
の
メ
ソ
ッ
ド
を
開
発
し
た
先
生

方
を
招
聘
し
て
、
教
育
セ
ン
タ
ー
を
建

て
て
、
病
院
も
造
っ
て
、
米
国
市
民
と

し
て
遇
す
る
お
話
し
も
あ
っ
た
の
で
す

が
、
先
生
方
が
そ
の
意
図
を
透
視
し
た

と
こ
ろ
、
軍
事
や
戦
争
の
方
向
に
使
う

こ
と
が
見
え
た
の
で
、
お
断
り
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
五
十
七
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
誰
で
も
で
き
る

　
一
日
で
で
き
る
気
の
活
用
」

　
　
　
　
講
師
　
芳
野
　
武
人 

氏

と
き　
　

平
成
23
年
4
月
9
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

芳
野
氏
経
歴

T
Y（
と
っ
て
も
よ
い
も
の
）
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ク
ラ
ブ
主
宰
。
上
海
中
医
薬
大

学
認
定
漢
方
診
断
士
。
中
医
薬
養
生
指

導
士
。
エ
ゴ
ス
キ
ュ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
認

定
セ
ラ
ピ
ス
ト
。
バ
ン
ク
シ
ア
・
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス（
T
H
D
）
講
師
。
人
呼
ん
で

気
の
達
人
。

気
全
般
に
つ
い
て

気
と
は
何
か
。
気
の
付
く
言
葉
を
考

え
る
。

中
国
で
は
?　

イ
ン
ド
で
は
?　

ハ
ワ
イ
で
は
?　

ア
メ
リ
カ
で
は
?

気
の
特
質
・
・
・
形
で
動
く
、
言
葉

で
動
く
、
意
識
で
動
く

な
ど
の
お
話
と
、
気
の
活
用
技
術
を
実

践
し
て
頂
い
た
。

「
気
」
を
扱
う
に
は
コ
ツ
が
あ
る
。
そ

れ
は

1 

．「
気
」の
性
質（
特
質
）を
知
る
こ
と
。

・
・
・
見
え
な
く
て
も
性
質
が
あ
る
。

2 

．
同
じ
方
向
性
を
目
指
す
仲
間
を
作

る
こ
と
。・
・
・
同
じ
方
向
を
持
っ
た

仲
間
と
一
緒
に
や
る
と
、
ひ
と
つ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
場
が
で
き
る
。
シ
ン

ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ（
共
時
性
）
と
気
づ
き

が
高
ま
る
。

3 

．
時
代
が
「
気
」
を
認
識
し
た
こ
と
に

気
づ
く
こ
と
。
気
が
使
え
る
時
代
に

な
り
、
気
は
市
民
権
を
得
た
。
気
の

世
界
で
は
1
0
0
匹
目
の
猿
現
象
は

始
ま
っ
て
い
る
。
以
前
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

4 

．
楽
し
み
な
が
ら
や
る
こ
と
。
ワ
イ

ワ
イ
楽
し
く
や
る
と
高
い
気
と
パ
ッ

と
つ
な
が
る
。

こ
れ
ら
を
認
識
し
て
、
練
習
を
し
て

い
く
と
1
日
で「
気
」
が
扱
え
る
よ
う
に

な
り
、
1
ケ
月
も
経
つ
と
気
の
使
い
手

に
な
る
。

こ
こ
で
先
生
の
指
導
に
よ
り
全
員
実

技
を
行
う
。

両
手
を
身
体
の
前
に
出
し
、
両
手
の

爪
ど
う
し
を
合
わ
せ
て
1
分
間
ほ
ど
擦

る
。
両
手
を
5
㎝
ほ
ど
離
し
て
合
掌
の

形
を
作
る
。
両
手
を
頭
の
上
へ
上
げ
、

ひ
じ
を
曲
げ
て
、
両
手
の
間
に
気
の
ボ

ー
ル
を
作
り
頭
の
上
に
置
く
。

こ
れ
ら
4
つ
の
コ
ツ
に
つ
い
て

1 

．「
気
」の
性
質（
特
質
）を
知
る
こ
と
。

性
質
の
前
に
、
少
し
「
気
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
る
と
、
日
本
語
に
は「
気
」の

付
く
言
葉
が
非
常
に
多
く
あ
る
。
辞
書

に
は
1
，
0
0
0
以
上
も
あ
る
。

　

 

天
気
・
電
気
・
空
気
・
気
候
・
気
象
・

高
気
圧
・
低
気
圧
・
陽
気
・
陰
気
・

運
気
・
精
気
・
気
性
・
元
気
・
病
気
・

気
持
ち
が
良
い
・
気
が
い
い
・
気
を

つ
け
る
・
気
が
つ
く
・
気
が
狂
う
・

気
が
散
る
・
気
が
多
い
・
気
が
め
い

る
・
気
が
短
い
・
や
る
気
・
気
を
も

む
・
根
気
…
等
々
。

「
気
」
の
付
く
言
葉
は
、
日
本
人
に
と

っ
て
は
昔
か
ら
身
近
な
も
の
で
、
気
づ

か
ぬ
ま
ま
に
日
常
的
に
使
っ
て
い
る
。

「
気
」
を
辞
書（
広
辞
苑
）
で
引
い
て

み
る
と
、

イ 　

天
地
間
を
満
た
し
、
宇
宙
を
構
成

す
る
基
本
と
考
え
ら
れ
る
も
の
。

ロ 　

生
命
の
原
動
力
と
な
る
勢
い
。

ハ 　

心
の
動
き
・
状
態
・
働
き
を
包
括

的
に
表
す
語
。

●� ●



ニ 　

は
っ
き
り
と
は
見
え
な
く
て
も
、

そ
の
場
を
包
み
、
そ
の
場
に
漂
う
と

感
ぜ
ら
れ
る
も
の
。

ホ 　

そ
の
も
の
本
来
の
性
質
を
形
作
る

よ
う
な
要
素
。

と
あ
る
。

分
か
る
よ
う
な
分
か
ら
な
い
よ
う
な

表
現
で
あ
る
。

で
は
、
外
国
で
は
気
を
ど
う
扱
っ
て

い
る
か
。

中 

国
:

気
と
書
い
て
ヒ
ま
た
は
チ
と
呼

ん
で
い
る
。
中
国
古
典
の
哲
理
で
あ

る
陰
陽
五
行
説
で
は
、
一
切
の
万
物

は
陰
陽
二
気
に
よ
り
生
じ
、
森
羅
万

象
は
、
五
行（
性
質
の
異
な
る
五
つ

の
基
本
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の
関
係

に
よ
っ
て
起
こ
る
、
と
し
て
い
る
。

イ 

ン
ド
:

プ
ラ
ー
ナ（
生
命
の
元
）
と
呼

ん
で
い
る
。
こ
れ
を
取
り
入
れ
て
70

年
間
飲
ま
ず
食
わ
ず
に
す
ご
し
た
人

が
い
る
と
言
わ
れ
る
。

ハ 

ワ
イ
:

マ
ナ（
聖
な
る
気
）
と
呼
ん
で

い
る
。
ホ
･
オ
ポ
ノ
ポ
ノ
の
ハ
の
呼
吸

法
を
行
う
と
呼
吸
と
一
緒
に
入
っ
て

く
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
聖
者
が
行
う
も
の

に
も
よ
く
似
た
呼
吸
法
が
あ
る
。

ア 

メ
リ
カ
:

サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
見

え
な
い
微
細
な
力
の
総
称
と
し
て
呼

ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
国
に
お
い

て
も
、
気
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
。

も
う
一
度
、
広
辞
苑
を
引
い
て
気
を

読
み
返
し
て
み
る
と
、

「
気
」
は
、「
も
の
」
に
も
「
心
」
に
も

「
場
」
に
も
「
生
命
」
に
も
一
切
の
も
の

に
関
与
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
う
し
て
み

る
と
、「
天
気
は
天
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
状

態
」「
電
気
は
、
い
な
び
か
り（
電
）
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
空
気
は
空
間
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
」「
病
気
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
止（
病
）

ん
だ
状
態
」「
元
気
は
元
々
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
状
態
」
と
解
釈
す
る
と
だ
ん
だ
ん

分
か
り
易
く
な
っ
て
く
る
。

気
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
特
徴
を
掴
ん
で
お
こ
う
。

粒
子
性
と
波
動
性
と
い
う
二
つ
の
性

質
を
も
っ
て
い
る
。

波
動
性
の
特
徴
と
し
て
、
①
優
位
は

劣
位
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
言
い
方

を
変
え
れ
ば
高
い
気
が
低
い
気
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
。
②
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
の
法
則
。
良
い
気
を
出
せ
ば
良
い

気
が
返
り
、
悪
い
気
を
出
せ
ば
悪
い
気

が
返
っ
て
く
る
。
憑
依
現
象
は
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
の
法
則
か
ら
見
れ
ば
、
じ
つ

は
発
信
者
が
悪
い
気
を
出
し
た
も
の
が

返
っ
て
き
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
防

ぐ
に
は
高
い
気
と
つ
な
が
れ
ば
よ
い
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
高
い

気
と
つ
な
が
っ
て
地
中
深
く
導
け
ば
よ

い
。
一
種
の
ア
ー
ス
で
あ
る
。

ざ
っ
と
こ
ん
な
こ
と
を
頭
に
入
れ
て
、

「
気
」
の
性
質
に
触
れ
て
み
る
。

　
　
　
　
　

気
の
性
質
（
特
質
）

1 

．
気
は
形
で
動
く

2 

．
気
は
言
葉
で
動
く

　

 

こ
の
こ
と
を
参
加
者
に
O
リ
ン
グ
法

で
確
認
し
て
も
ら
っ
た
。

　

 

相
手
を
罵
倒
す
る
言
葉
は
自
分
に
返

る
。

　

洗
心
の
言
葉
を
使
う
の
が
よ
い
。

3 

．
気
は
意
識
で
動
く

　

 

意
識
を
向
け
た
と
こ
ろ
へ
気
は
流
れ

る
。

　

 

悲
惨
な
テ
レ
ビ
ば
か
り
見
て
い
る
と

体
調
を
崩
す
。

こ
こ
で
全
員
実
技
を
行
っ
た
。

気
の
ボ
ー
ル
を
作
り
頭
の
上
か
ら
下

へ
降
ろ
す
の
で
あ
る
。

こ
の
時
、
色（
光
）
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

の
が
効
果
的
で
あ
る
。

　

白　

黄
金（
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
時
）

　

黄
金
律（
三
次
元
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
）

気
は
、
形
、
言
葉
、
意
識
、
以
外
に
も

光
・
色
・
音
・
香
と
も
共
振
共
鳴
す
る
。

気
が
流
れ
て
か
ら
、
血
液
が
流
れ
、

リ
ン
パ
液
が
流
れ
る
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
気
の
流
れ
る
回
路
が
あ
る
。

こ
こ
で
芳
野
氏
は
か
な
り
時
間
を
か

け
て
、
参
加
者
全
員
に
対
し
て
一
人
ず

つ
気
の
流
れ
を
良
く
す
る
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
作
業
を
行
っ
た
。

三
次
元
の
肉
体
か
ら
出
る
気
が
大
事

で
あ
る
。

基
礎
と
な
る
必
要
な
も
の
は
体
を
動

か
す
こ
と（
体
操
）で
あ
る
が
、
そ
れ
に

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗
す
る
体
操（
ラ

ジ
オ
体
操
な
ど
）、
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取

り
入
れ
る
体
操
と
が
あ
る
。
云
う
に
及

ば
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー（
気
）
を
取
り
入
れ

る
体
操
が
重
要
で
あ
る
。

気
を
だ
す
方
法

1 

．
言
霊　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

な
ど
の
関
先
生
の
言
わ
れ
た
洗
心
の

中
の
言
葉
が
よ
い
。

2 

．
意
識
、
イ
メ
ー
ジ　

思
い　

（
宇
宙
の
中
心
か
ら
の
）
白
光
が
自
分

の
頭
に
燦
々
と
降
り
注
ぐ
。

● �●



気
は
手
か
ら
も
出
る
が
目
か
ら
も
出

る
。実

際
全
員
で
行
い
、
レ
モ
ン
に
気
を

入
れ
て
味
の
変
化
が
起
こ
る
こ
と
を
全

員
確
か
め
た
。

ま
た
O
リ
ン
グ
法
に
よ
る
確
認
も
行

っ
た
。

気
を
入
れ
る
に
は
、
手
で
入
れ
る
、

目
で
入
れ
る
、
イ
メ
ー
ジ
で
入
れ
る
、

の
三
つ
の
方
法
が
あ
る
。
例
え
ば
食
物

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
順
位
の
高
い
気
を
入
れ

る
と
味
が
変
わ
る
。

聖
書
で
は
神
が
人（
ア
ダ
ム
）
を
つ

く
る
と
き
に
息
吹
か
ら
出
る
気
で
作
っ

た
。
味
は
ま
ろ
や
か
と
な
る
の
が
多
い
。

風
呂
に
や
る
と
よ
い
。
酒
、
ワ
イ
ン
に

も
効
果
が
あ
る
。
ジ
ュ
ー
ド
カ
リ
バ
ン

量
子
力
学
学
者
、
考
古
学
者
、
ヒ
ー
ラ

ー
は「
癒
し
は
超
物
理
的
な
因
果
性
と

い
う
段
階
か
ら
始
ま
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
っ
て
流
れ
始
め
る
。」
と
い
っ
て
い
る
。

心
と
身
体
と
宇
宙
を
つ
な
ぐ
も
の
、
そ

れ
が
気
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
想
い
が

実
現
す
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

気
が
身
近
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
、
さ

ら
に
気
を
出
す
実
験
、
そ
の
気
を
感
ず

る
実
験
、
ま
た
味
を
変
え
る
実
践
で
気

が
出
て
い
る
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
各
人
の
体
の
気
の
回
路
を

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
頂
い
た
。
今
後
更

に
自
分
で
応
用
を
深
め
た
い
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
、
非
会

員
13
名
、
合
計
27
名
で
し
た
。
今
回
の

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円
で
す
。

ご
注
文
は
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事

務
局
木
村（
電
話
0
7
9
7
・
2 

2
・

6
4
2
5
）ま
で
。

今
後
の
予
定

9
月
17
日
（
土
）
井
出
治
氏
「
未
知
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
と
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
」

10
月
15
日（
土
）阿
久
津
淳「
2
0
1
2

年
問
題
と
サ
イ
科
学
的
進
化
」

“PSIentific Evolution &
 2012

”

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●� ●

＜サトルエネルギー学会主催 ＇11秋の大会（日本サイ科学会協賛）のお知らせ＞

秋の大会テーマ 　新生（神聖）日本が世界を変える　（大会委員長　米田　晃）

講演・実演者（予定） 倭 瑠七、森 美紀子、添谷 まり子、帯津 良一、
　　（敬称略）  根岸 秋吉、天野 聖子、神矢 真悟、植田 睦子

日時：平成23年10月8日（土）　開場12 :00　開演12 :50　終演18 :40

会場：（財）修養団SYDホール　 JR「代々木駅」徒歩5分（東京都渋谷区千駄ヶ谷4−25−2）

公式サイト　URL：http://www.subtle-eng.com/index.html

【お申込み要領】　FAX　03−5730−6451　サトルエネルギー学会　シンポ大会係

　　FAX記載項目：氏名・住所・TEL・チケット枚数・合計金額

　　料金：予約料金：サイ科学会員・サトル会員価格同一　￥4,000　（一般予約￥6,000）　

【振込先】　お申込みと同時に下記宛お振込み下さい。ご入金確認後チケットを送付します。

　　郵便振込み先：00170−1−196569　サトルエネルギー学会

主催：お問合せ 　サトルエネルギー学会　03−5730−6450
  　E-mail　infomation@subtle-eng.com



の反応も返ってこないはずです」、と書いて
ある。

（5 ）身体まわりに「生体磁気」を発生させる能力
のある事で有名なTS師の、ご自身による未
知能力講演会が2010年2月20日に開催され
た（サイ科学会月例会）。感銘を受けたが、
一部分のみを報告する。（5−1）携帯が発す
る電波や、物を叩いた時の音に、つまり、物
に乗せて気を飛ばすとよい。（5−2）気が出
る時は、両耳が聞こえなくなる。（5−3）植
物への気の注入は、水を介して行う。一般
に、水にカルキが混入している場合には注
入出来ない、しかし植物灰を入れるとカル
キは取れて注入できる。（5−4）何も感じて
いない時に外気が注入される（無念無想）。

（5−5）外気がくると、耳鳴りがする。また
腸が痛くなる。（5−6）気について水と音は
大切である。（5−7）はだか火（燃す）がある
と、気は動きやすい。（5−8）暗いと身体が
動いている感じになる。速度大の乗り物は
苦手である。その他。

（6 ）研究者と能力者（訓練による）を兼ねている
HA師からロシアやウクライナに於ける未知
能力開発学校、並びに實習・訓練の報告・
講演があった（2011年5月14日、サイ科学会
月例会）。感銘を受けたので一部分を報告す
る。（6−1）意識集中により、未使用の脳部
位を使用する事（5から80%に）による非眼
視覚（透視、RV）開発訓練である。（6−2）感
覚を磨く為に「めかくし」をする。（6−3）音
を色でみる。文字や図形を感覚でみて答え
る。つまり、形、色、模様などを感じ取る。

（6−4）感覚の焦点を絞り込むと、分子、原
子、素粒子等視覚の範囲を越えて見えてく
る。（6−5）イメージで見る、または感覚的
にみる。（6−6）訓練として、チャクラや生
体エネルギーの流れを手かざしで調整する。
オーラはその人自身であり、指紋のように、
個々別化されている。（6−7）脳科学研究と
して国の助成金を得て、通常科学として、
体系化がすすんでいる。17才以下の子供は
ほぼ100%が可能である。病院や学校で訓練
しており、障害者訓練にも応用されており、
HA師はインストラクターでもある。講演や

紹介されたビデオをみると、中国が実施し
ている気功や、催眠を用いた我々の能力開
発の訓練と、基礎的な部分では、共通性が
あり、又は同一であるともいえる。

（7 ）来日中の趙偉、干永昌、張永詳の3名の気
功師にお願いして、練功中の生体の電気特
性として脳波、皮膚表面上の機械振動

（MV）、経穴のポテンシャル（本山式AMI）
を測定した（佐々木茂美、小林泰樹、サイ科
学、1989 , 12 -1 , pp. 17 -24）、結果として、
外気放出時には経絡系は平衡安定化し、大
脳や皮膚などではリラックスと緊張が同時
に進行する傾向にある。気功師と受け手間
の変化をみると、経絡系では送り手と受け
手の間でシーソーゲーム状の電気ポテン
シャル変化があり、気功師は、揺すぶりを
かけて受け手の気を流通させている様子が
推定される。また自律神経変化は経絡系と
は別である事が判った。さらに受け手の外
気放出時の機械振動（MV）をみると、高並
びに低周波域まで拡張し、さらにパワーもよ
り大になる傾向があることが判った（ibid、
12-1, pp.25-32 .）。

4）検討と考察
上記を纏める、（a）心理的な条件が重要であ

る（1、2−1、2−3、2−4）。（b）無意識（シーター
波）に関係する（2−1、2−2、3、4、5−2、5−4、
5−5、5−8）。（c）感覚とイメージが重要（2−2、
2−3、2−4、2−5、6−1、6−2、6−3、6−5）。

（d）意識や感覚の集中が必要（6−1、6−4、7）
（e）縦波（音）や横波（電磁波）を搬送波として
伝達する（5−1、7）。（f）生体エネルギー（チャ
クラ）やオーラ（エネルギー層）に関係する

（6−6、7）。（g）水や活性化（火）に関係する
（5−3、5−7、5−8）、事がわかる。以上より、
未知現象生起には心理的な条件設定が必要で
あり、リラックス集中を行い、意識を薄めて変
性意識状態（無意識に接近）となり、体内の生
体エネルギーを活性化して、音や電波を仲介

（搬送波）して、気を放出している、と推定す
る事が出来る。
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生命体の先頭にあると言われる人間は肉体
（物）と心（意識）を持ち、マクロな物質世界で
生活している訳であるが、この奧には、物質を
構成するミクロな素粒子の世界があり、理性
や知性としての意識（常識、心）の奧にはこれ
を支える無意識層や集合的無意識層の世界が
ある。これらの奧の世界は、我々の住む世界
とは別の異質の世界なので、常識では推定す
る事すら出来ず、また「見えず、聞こえず」な
ので、再現性や因果律が成立し難い面がある。
しかし、真の満足は無意識層を浄化すること
にあると言う意見もある。奧の世界を構成する

「素粒子と無意識層の相互間の作用に、どの様
な機構が隠されているのか」、「それらをどの様
に究明するのか」、｢人々の幸福と、それらは、
どの様な関係にあるのか｣が問題になる。

著者らは、これらの問題を取り扱いたいと希
望している。一例として、人々の集合的な意識

（無意識）と感情は、ランダムに放出される素粒
子に働きかけて、そのランダム性を壊し、秩序
化する事実のある事が判り、地球規模（約100
個所）の意識・感情調査プロジェクト（GCP）
が、今、進行中である。これは集合的な精神（無
意識、感情）と物質（素粒子）の相互作用を調
査している事を意味している。

まれではあるが、我々が直接経験する現象
の一つにマクロPK（念力）である。研究によれ
ば、この未知現象の根底には素粒子と無意識
層の相互作用の存在が推定されている。さら
なる機構の解明や証明には、数多くの事実や
実験結果が必要である。しかし、上述したよ
うに、未知現象はまれにしか生起しないので、
個々の事例は貴重なものとなる。

3）未知能力生起の事情
福来友吉（1910）によって透視・念写が発見

された（㈳福来超心理学研究所報告、No. I、
昭和36年）。

（1 ）心理条件が微妙に影響するので、信頼さ
れ、好意をもって貰う為に、いろいろの面で
努力する必要がある（その他、文献参照）。

（2 ）実験（1974～2010年）の条件設定として、
著者らが知り得た事例を略述する。ただし、
記憶が不完全の場合もあると思う。（2−1）実

験者や立ち会い人の意識（無意識）が実験結
果に現れることがある。つまり、MK師の念
写テストの際、例えば「3枚目に上から下方
向に光を入れる」と、実験者が念じ、誰にも
話さないでおく。これがMK師（功能者）に
反映して、その通りの結果が得られた。別
に2回経験した。なお福来実験の場合にも同
一内容の結果があった（福来著書、参照）。

（2−2）実験者が計画・希望するような結果
を、被験者が感じ取って、その様な結果を
出してしまう。つまり実験者が変わると、同
じ実験でも結果が変わる場合がある（例、宮
内力と佐々木茂美）。他の場合も含めて、

（2−3）実験を成功させる為には、動機付け、
納得して貰う、なんの為に、等を理解して
貰う（例、研究目的、物を貰う。約束を果た
す、興味を持って貰う、ああそうか、等）。

（2−4）実験者と被験者間にラポール形成が
有るとよい（恋人同士間の状況）。（2−5）勇
気づける（ほめる、びっくりする）。（2−6）リ
ラックス集中が必要。実験の雰囲気が緊張
していると、サイ（気）は出てこない。例え
ば、知らない人が1人加わると（周りに）、雰
囲気が変わり、サイ（気）は出てこない。談
笑しながら、4～5時間程度も待たせると、
実験者と監視人のみんなの気がそろい、サ
イ（気）は出てくる様になる。

（3 ）政木和三師は、様々な未知能力を保持して
いた（サイ科学、32-1, pp.186～7）。昼間の
普通の生活（言動）でも、意識（常識）と無意
識（幻覚、夢）を併置している発明者・未知
能力者の雰囲気を持っており、常識と非常
識が同居している行為があったと思う。また
本人は「私の脳はいつもシーター波だ、シー
ター波が重要だ」と述べていた。

（4 ）TBSテレビ未知能力取材班が4年間（1990
～3）にわたって報道した番組「ギミア ぶれ
いく」等で活躍した少年、少女の一人、T.T
チャンの 透 視 時 の 様 子 が「人 体 科 学 会
NEWSLETTER, No.5、1996 , p.36」に報告
されている（治部真里）「そのときのT.Tちゃ
んの目は、瞳が開いているのにもかかわら
ず、まるで何も映っていないかのようでし
た。たとえ目の前で手をふったとしても、何
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1）はしがき
未知現象は精神（感情）と物質に関係してお

り、その出現（生起）はまれな事象なので、観
測・経験した事実を「データ・ベース」として
歴史に残すべきであると考えております。未
知能力を保持している未知能力者並びに関係
者は、保持する様々な事実並びに観察した事
実等を公表して戴きたい、とお願いする次第
です。
「心を科学する博物館の設立準備委員会」で

は、事業の一部として、「未知能力のデータ・
ベース化」を実施しております。今までは主と
して研究者と未知能力指導者が登場しており
ましたが、これからは気功師や未知能力者（功
能者）にもお願いし、さらにお許し頂ければ国
単位にまで範囲を広げさせて戴きたいと考え
ております。一方、重要ではありますが、論
文に書き難い問題、例えば「準備、雰囲気、感
情、仕草、思い、等」因果律や再現性にそぐわ
ない問題も重要であると思います。本稿では、
筆者らが知り得た「未知能力と未知現象の出現
の状況」、「それの検討と解釈」等を記述するこ
とに致します。

2）問題の存在
近代科学は何時、どこで、誰でも、何回やっ

ても、同じ結果が得られると言う再現性と因
果性を基礎にしている。我々の住む生活空間

は、縦、横、高さから成るマクロな3次元空間
であり、時間は昨日､ 今日、明日と言われるよ
うに「時間の矢」（一方向に）として、流れてい
る。作用や機能としては、エントロピー増大

（無秩序化）への方向性をもっていて、基礎に
なっているのは、古典的と言われる物理学や
電磁気学等である。約400年も昔の17世紀の
デカルトによって、物と心を分けて解釈する二
元論が提案された。それ以降の現在にいたる
物質科学は、意識（心、精神）面を除外して、
我々に空前の進歩と繁栄をもたらし、多くの
人々は衣、食、住の基本的欲望の満足をほぼ
満たす事が出来る様になってきた。

しかしこれで総てが充分できるかと言うと、
そうではなく、心と物のバランスが必要であ
る。心底からの「安らぎ」や「リラックス」等、
優しさと精神面の充実が求められることにな
る。真の満足と幸福は、精神面を充足する事
によって得られる、と言われている。例えば我
が国において心の傷害、雇用、その他様々な
理由から自殺する人達が年間3万人以上もい
て、しかも壮年層が多く、これが13年以上も
続いている、との事である。他方、別の面を
見ると、これらとは異なり、微生物や植物なら
びに動物や人間等の生命体は、生きると言う
目的に向かって成長するというエントロピー減
少（秩序化）への方向性等を持っている。つま
り、生命と物は別である事がわかる。

未知能力・現象の出現状況（1）未知能力・現象の出現状況（1）
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